
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】球技用ボールに空気を供給する小型で軽量で給

気効率に優れ、そのうえ使用しないときに、空気をボー

ルなどに供給するためのノズル（ないしはチューブ）を

ポンプ内部に収納することができ、空気針を取り外す必

要がないハンドポンプを提供する。

【解決手段】第１シリンダ２と、該シリンダの第１端部

から内部空間に受け入れられ、気密かつ入れ子式に該シ

リンダに設けられ、第２端部において噴射口４が設けら

れた第１ピストン３とからなり、当該ピストンの内部に

第２シリンダ５が設けられ、当該ピストンの第１端部に

おいて連通孔が設けられ、当該連通孔により前記第１シ

リンダの内部空間と連通し、当該ピストンの圧縮行程時

に該連通孔が開放し、吸気行程時に該連通孔が閉鎖し、

前記第１シリンダの第２端部に吸気口７が設けられ、第

１ピストンの吸気行程時に該吸気口が開放し、第１ピス

トンの圧縮行程時に該吸気口が閉鎖することを特徴とし

ている。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ シ リ ン ダ と 、 該 第 １ シ リ ン ダ の 第 １ 端 部 か ら 第 １ シ リ ン ダ の 内 部 空 間 に 受 け 入 れ ら れ
、 気 密 か つ 入 れ 子 式 に 該 第 １ シ リ ン ダ に 設 け ら れ 、 第 ２ 端 部 に お い て 噴 射 口 が 設 け ら れ た
第 １ ピ ス ト ン と か ら な り 、
当 該 第 １ ピ ス ト ン の 内 部 に 第 ２ シ リ ン ダ が 設 け ら れ 、 当 該 第 １ ピ ス ト ン の 第 １ 端 部 に お い
て 連 通 孔 が 設 け ら れ 、 当 該 連 通 孔 に よ り 前 記 第 １ シ リ ン ダ の 内 部 空 間 と 連 通 し 、 当 該 第 １
ピ ス ト ン の 圧 縮 行 程 時 に 該 連 通 孔 が 開 放 し 、 第 １ ピ ス ト ン の 吸 気 行 程 時 に 該 連 通 孔 が 閉 鎖
し 、
前 記 第 １ シ リ ン ダ の 第 ２ 端 部 に 吸 気 口 が 設 け ら れ 、 第 １ ピ ス ト ン の 吸 気 行 程 時 に 該 吸 気 口
が 開 放 し 、 第 １ ピ ス ト ン の 圧 縮 行 程 時 に 該 吸 気 口 が 閉 鎖 す る
こ と を 特 徴 と す る ハ ン ド ポ ン プ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 ２ シ リ ン ダ 内 に 中 空 体 か ら な る 第 ２ ピ ス ト ン が 摺 動 自 在 に 設 け ら れ 、 当 該 第 ２ ピ ス
ト ン を 介 し て ノ ズ ル が 設 け ら れ て な る 請 求 項 １ 記 載 の ハ ン ド ポ ン プ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 １ シ リ ン ダ お よ び 第 １ ピ ス ト ン に 、 第 １ シ リ ン ダ か ら 第 １ ピ ス ト ン が 脱 落 す る の を
防 止 す る た め の 脱 落 防 止 手 段 が 設 け ら れ て な る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の ハ ン ド ポ ン プ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 １ ピ ス ト ン の 第 １ 端 部 に ピ ス ト ン リ ン グ が 設 け ら れ て な る 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ 記
載 の ハ ン ド ポ ン プ 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 １ ピ ス ト ン の 第 １ 端 部 お よ び 第 １ シ リ ン ダ の 第 ２ 端 部 に 逆 止 弁 が 設 け ら れ て な る 請
求 項 １ 、 ２ 、 ３ ま た は ４ 記 載 の ハ ン ド ポ ン プ 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 １ ピ ス ト ン の 外 側 に 同 心 状 に 外 筒 部 が 設 け ら れ 、 該 外 筒 部 に 前 記 第 １ シ リ ン ダ の 一
部 が 嵌 入 可 能 で あ る 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ ま た は ５ 記 載 の ハ ン ド ポ ン プ 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 ノ ズ ル の 先 端 に 空 気 針 が 設 け ら れ て な る 請 求 項 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ ま た は ６ 記 載 の ハ ン ド
ポ ン プ 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 ノ ズ ル に 空 気 針 を 取 り 付 け た 状 態 で 第 ２ シ リ ン ダ 内 に 収 納 す る こ と が で き る 請 求 項 ７
記 載 の ハ ン ド ポ ン プ 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 第 １ シ リ ン ダ の 第 ２ 端 部 の 吸 気 口 に 空 気 針 が 設 け ら れ て な る 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、
５ 、 ６ 、 ７ ま た は ８ 記 載 の ハ ン ド ポ ン プ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ハ ン ド ポ ン プ に 関 す る 。 さ ら に 詳 し く は 、 第 １ シ リ ン ダ と 、 該 第 １ シ リ ン ダ の
第 １ 端 部 か ら 第 １ シ リ ン ダ の 内 部 空 間 に 受 け 入 れ ら れ 、 気 密 か つ 入 れ 子 式 に 該 第 １ シ リ ン
ダ に 設 け ら れ 、 第 ２ 端 部 に お い て 噴 射 口 が 設 け ら れ た 第 １ ピ ス ト ン と か ら な り 、 当 該 第 １
ピ ス ト ン の 内 部 に 第 ２ シ リ ン ダ が 設 け ら れ 、 当 該 第 １ ピ ス ト ン の 第 １ 端 部 に お い て 連 通 孔
が 設 け ら れ た ハ ン ド ポ ン プ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 転 車 に 空 気 を 供 給 す る た め の 手 動 式 の ポ ン プ は 、 た と え ば 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い
る 。 し か し 、 サ ッ カ ー ボ ー ル 、 ラ グ ビ ー ボ ー ル 、 ア メ リ カ ン フ ッ ト ボ ー ル 、 バ レ ー ボ ー ル
、 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル な ど の 球 技 用 ボ ー ル に 空 気 を 供 給 す る 小 型 で 軽 量 で 、 そ の う え 効 率 よ
く 空 気 を 供 し 得 る ポ ン プ は 製 品 化 さ れ て い な い の が 実 情 で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 現 状 は 、 自 転 車 用 の 空 気 入 れ を ボ ー ル 用 の 空 気 入 れ と し て 用 い て い る 。 ま た 、
球 技 用 ボ ー ル に 給 気 す る た め の 専 用 の ポ ン プ が 市 場 に で て い る が 、 給 気 効 率 が 悪 い （ 多 数
回 の ピ ス ト ン の 往 復 回 数 を 要 す る ） と い う 欠 点 の ほ か 、 空 気 を ボ ー ル な ど に 供 給 す る た め
の ノ ズ ル （ な い し は チ ュ ー ブ ） が 常 時 突 出 し て い る た め 、 ポ ン プ を 使 用 し な い と き の 取 り
扱 い が 不 便 で あ る と い う 欠 点 が あ る 。 自 転 車 用 の 空 気 入 れ の ポ ン プ に 接 続 さ れ た 空 気 送 り
ホ ー ス の 先 端 に 設 け ら れ た ノ ズ ル と 、 ボ ー ル な ど の 空 気 封 入 体 に 挿 入 し て 空 気 を 吹 き 込 む
た め の 吹 き 込 み ア ダ プ タ と を 空 気 の 流 通 可 能 に 接 続 す る た め の 接 続 具 が 知 ら れ て い る （ 例
え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ８ ２ ５ ２ ７ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 実 用 新 案 登 録 第 ２ ５ １ ０ ９ ４ ９ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 サ ッ カ ー ボ ー ル 、 ラ グ ビ ー ボ ー ル 、 ア メ リ カ ン フ ッ ト ボ ー ル 、 バ レ ー
ボ ー ル 、 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル な ど の 球 技 用 ボ ー ル に 空 気 を 供 給 す る 小 型 で 軽 量 で 給 気 効 率 に
優 れ 、 そ の う え 使 用 し な い と き に 、 空 気 を ボ ー ル な ど に 供 給 す る た め の ノ ズ ル （ な い し は
チ ュ ー ブ ） を ポ ン プ 内 部 に 収 納 す る こ と が で き 、 空 気 針 を 取 り 外 す 必 要 が な い ハ ン ド ポ ン
プ を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の ハ ン ド ポ ン プ は 、 第 １ シ リ ン ダ と 、 該 第 １ シ リ ン ダ の 第 １ 端 部 か ら 第 １ シ リ ン
ダ の 内 部 空 間 に 受 け 入 れ ら れ 、 気 密 か つ 入 れ 子 式 に 該 第 １ シ リ ン ダ に 設 け ら れ 、 第 ２ 端 部
に お い て 噴 射 口 が 設 け ら れ た 第 １ ピ ス ト ン と か ら な り 、
当 該 第 １ ピ ス ト ン の 内 部 に 第 ２ シ リ ン ダ が 設 け ら れ 、 当 該 第 １ ピ ス ト ン の 第 １ 端 部 に お い
て 連 通 孔 が 設 け ら れ 、 当 該 連 通 孔 に よ り 前 記 第 １ シ リ ン ダ の 内 部 空 間 と 連 通 し 、 当 該 第 １
ピ ス ト ン の 圧 縮 行 程 時 に 該 連 通 孔 が 開 放 し 、 第 １ ピ ス ト ン の 吸 気 行 程 時 に 該 連 通 孔 が 閉 鎖
し 、
前 記 第 １ シ リ ン ダ の 第 ２ 端 部 に 吸 気 口 が 設 け ら れ 、 第 １ ピ ス ト ン の 吸 気 行 程 時 に 該 吸 気 口
が 開 放 し 、 第 １ ピ ス ト ン の 圧 縮 行 程 時 に 該 吸 気 口 が 閉 鎖 す る
こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 前 記 第 ２ シ リ ン ダ 内 に 中 空 体 か ら な る 第 ２ ピ ス ト ン が 摺 動 自 在 に 設 け ら れ 、 当 該
第 ２ ピ ス ト ン を 介 し て ノ ズ ル が 設 け ら れ て な る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 前 記 第 １ シ リ ン ダ お よ び 第 １ ピ ス ト ン に 、 第 １ シ リ ン ダ か ら 第 １ ピ ス ト ン が 脱 落
す る の を 防 止 す る た め の 脱 落 防 止 手 段 が 設 け ら れ て な る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 前 記 第 １ ピ ス ト ン の 第 １ 端 部 に ピ ス ト ン リ ン グ が 設 け ら れ て な る こ と が 好 ま し い
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 記 第 １ ピ ス ト ン の 第 １ 端 部 お よ び 第 １ シ リ ン ダ の 第 ２ 端 部 に 逆 止 弁 が 設 け ら れ
て な る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 第 １ ピ ス ト ン の 外 側 に 同 心 状 に 外 筒 部 が 設 け ら れ 、 該 外 筒 部 に 前 記 第 １ シ リ
ン ダ の 一 部 が 嵌 入 可 能 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 ノ ズ ル の 先 端 に 空 気 針 が 設 け ら れ て な る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 ま た 、 前 記 ノ ズ ル に 空 気 針 を 取 り 付 け た 状 態 で 第 ２ シ リ ン ダ 内 に 収 納 す る こ と が で き る
こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 前 記 第 １ シ リ ン ダ の 第 ２ 端 部 の 吸 気 口 に 空 気 針 が 設 け る こ と が で き る 。 こ の 場 合
、 ハ ン ド ポ ン プ は 、 ボ ー ル か ら 空 気 を 抜 く た め の 真 空 ポ ン プ と し て 機 能 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 サ ッ カ ー ボ ー ル 、 ラ グ ビ ー ボ ー ル 、 ア メ リ カ ン フ ッ ト ボ ー ル 、 バ レ ー
ボ ー ル 、 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル な ど の 球 技 用 ボ ー ル に 空 気 を 供 給 す る 小 型 で 軽 量 で 給 気 効 率 に
優 れ 、 そ の う え 使 用 し な い と き に 、 空 気 を ボ ー ル な ど に 供 給 す る た め の ノ ズ ル （ な い し は
チ ュ ー ブ ） を ポ ン プ 内 部 に 収 納 す る こ と が で き 、 空 気 針 を 取 り 外 す 必 要 が な い ハ ン ド ポ ン
プ を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 本 実 施 の 形 態 に か か わ る ハ ン ド ポ ン プ を 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ ａ 、 １ ｂ 、 １ ｃ 、 ２ ａ 、 ２ ｂ 、 ３ お よ び ４ を 参 照 す る と 、 本 実 施 の 形 態 の ハ ン ド ポ
ン プ １ は 、 第 １ シ リ ン ダ ２ と 、 第 １ シ リ ン ダ ２ の 第 １ 端 部 Ａ か ら 第 １ シ リ ン ダ ２ の 内 部 空
間 Ｒ に 受 け 入 れ ら れ る 第 １ ピ ス ト ン ３ と を 備 え て い る 。 第 １ シ リ ン ダ ３ の 第 ２ 端 部 Ｂ に は
吸 気 口 ７ が 設 け ら れ て い る 。 図 １ ｂ 、 ２ ｂ に 示 さ れ る よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の ハ ン ド ポ ン
プ １ の 外 形 形 状 は 略 五 角 形 を 呈 し て い る が 、 か か る 形 状 に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 四 角 形
、 円 形 、 楕 円 形 な ど の 形 状 で も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ ピ ス ト ン ３ は 、 気 密 か つ 入 れ 子 式 に 第 １ シ リ ン ダ ２ に 設 け ら て お り 、 第 １ ピ ス ト ン
３ の 第 ２ 端 部 Ｄ に お い て 噴 射 口 ４ が 設 け ら れ て い る 。 第 １ ピ ス ト ン ３ の 内 部 に は 、 第 ２ シ
リ ン ダ ５ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 第 １ ピ ス ト ン ３ の 第 １ 端 部 Ｃ に お い て 連 通 孔 ６ が 設 け
ら れ 、 連 通 孔 ６ に よ り 第 １ シ リ ン ダ ２ の 内 部 空 間 ６ と 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 第 ２ シ リ ン ダ ５ 内 に 中 空 体 か ら な る 第 ２ ピ ス ト ン ８ が 摺 動 自 在 に 設 け ら れ て い る
。 さ ら に 、 第 ２ ピ ス ト ン ８ を 介 し て ノ ズ ル ９ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ シ リ ン ダ ２ お よ び 第 １ ピ ス ト ン ３ に 、 第 １ シ リ ン ダ ２ か ら 第 １ ピ ス ト ン ３ が 脱 落 す
る の を 防 止 す る た め の 脱 落 防 止 手 段 と し て 機 能 す る 突 起 １ ０ 、 １ １ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 １ ピ ス ト ン ３ の 第 １ 端 部 Ｃ に は ピ ス ト ン リ ン グ １ ２ と し て 機 能 す る Ｏ リ ン グ が 設 け ら
れ て お り 、 こ の ピ ス ト ン リ ン グ １ ２ に よ り 、 第 １ ピ ス ト ン ３ と 第 １ シ リ ン ダ ２ と の 気 密 性
を 実 現 す る の で あ る 。 同 様 に 、 第 ２ ピ ス ト ン ８ に も Ｏ リ ン グ １ ２ が 設 け ら れ て お り 、 第 ２
ピ ス ト ン ８ と 第 ２ シ リ ン ダ ５ と の 気 密 性 を 実 現 し て い る 。 ま た 、 第 ２ ピ ス ト ン ８ に は 錘 １
３ が 設 け ら れ て お り 、 こ れ に よ り 第 ２ ピ ス ト ン ８ の 運 動 の 慣 性 を 達 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 １ ピ ス ト ン ３ の 第 １ 端 部 Ｃ に は 逆 止 弁 １ ４ お よ び 第 １ シ リ ン ダ ２ の 第 ２ 端 部 Ｂ に は 逆
止 弁 １ ５ が 設 け ら れ て い る 。 逆 止 弁 １ ４ お よ び 逆 止 弁 １ ５ に よ り 、 第 １ ピ ス ト ン ３ の 圧 縮
行 程 時 に 連 通 孔 ６ が 開 放 し 、 第 １ ピ ス ト ン ３ の 吸 気 行 程 時 に 連 通 孔 ６ が 閉 鎖 し 、 第 １ ピ ス
ト ン ３ の 吸 気 行 程 時 に 吸 気 口 ７ が 開 放 し 、 第 １ ピ ス ト ン ３ の 圧 縮 行 程 時 に 吸 気 口 ７ が 閉 鎖
す る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ ピ ス ト ン ３ の 外 側 に は 同 心 状 に 外 筒 部 １ ６ が 設 け ら れ て お り 、 外 筒 部 １ ６ と 第 １ ピ
ス ト ン ３ と の 間 の 空 間 に 第 １ シ リ ン ダ ２ の 一 部 が 嵌 入 可 能 で あ る 。 こ の た め 、 第 １ ピ ス ト
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ン ３ の 圧 縮 行 程 を 増 大 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ノ ズ ル ９ の 先 端 に は 、 空 気 針 １ ７ （ 図 ３ ） 、 １ ８ （ 図 ４ ） が 設 け ら れ る 。 図 ３ に 示 し た
空 気 針 １ ７ は 球 技 用 ボ ー ル 用 の も の で あ り 、 図 ４ に 示 し た 空 気 針 １ ８ は ビ ニ ー ル 玩 具 用 の
も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 第 １ シ リ ン ダ ２ の 第 ２ 端 部 Ｂ 側 に キ ャ ッ プ ２ ０ を 取 り 外 し 可 能 に 設 け ら れ て い る
。 こ の キ ャ ッ プ ２ ０ の 内 部 底 面 に 使 用 し な い 空 気 針 １ ７ （ 図 ３ 参 照 ） 、 １ ８ （ 図 ４ 参 照 ）
を 収 納 す る こ と が で き る 。 図 １ ｃ に 示 さ れ る よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の ハ ン ド ポ ン プ １ に 適
用 さ れ る キ ャ ッ プ ２ ０ の 外 形 形 状 は 五 角 形 で あ る が 、 か か る 形 状 に 限 定 さ れ る こ と は な い
。 要 は 、 外 筒 部 １ ６ や 第 １ シ リ ン ダ ２ の 外 形 形 状 と 一 致 し て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 工 程 Ｉ ： 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 本 実 施 の 形 態 の ハ ン ド ポ ン プ １ は 、 使 用 前 に お い て は
、 図 １ ａ お よ び 図 ２ ａ に 示 さ れ る よ う に 、 第 ２ ピ ス ト ン ８ が 第 ２ シ リ ン ダ ５ 内 に 設 け ら れ
た ス ト ッ パ １ ９ の 位 置 に あ り 、 ノ ズ ル ９ お よ び 空 気 針 １ ７ 、 １ ８ は 第 ２ シ リ ン ダ ５ 内 に 収
納 さ れ て い る 。 つ い で 、 図 ３ お よ び ４ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ シ リ ン ダ ２ と 第 １ ピ ス ト ン
３ と を 離 間 さ せ る （ 吸 気 行 程 ） と 、 第 １ シ リ ン ダ １ 内 の 内 圧 が 低 下 し て 、 逆 止 弁 １ ５ が 開
放 し 、 吸 気 口 ７ か ら 第 １ シ リ ン ダ ２ 内 に 空 気 が 流 入 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 工 程 II： こ こ で 、 再 び 図 １ ａ お よ び 図 ２ ａ に 示 さ れ る 状 態 に 、 第 １ シ リ ン ダ ２ と 第 １ ピ
ス ト ン ３ と を 接 近 さ せ る （ 圧 縮 行 程 ） と 、 第 １ ピ ス ト ン ３ に よ っ て 第 １ シ リ ン ダ ２ 内 の 空
気 が 圧 縮 さ れ 、 第 １ シ リ ン ダ ２ 内 の 内 圧 が 増 加 し て 、 逆 止 弁 １ ５ が 閉 鎖 し 、 第 １ ピ ス ト ン
３ の 逆 止 弁 １ ４ が 開 放 し 、 連 通 孔 ６ か ら 第 １ シ リ ン ダ ２ 内 の 圧 縮 空 気 が 第 ２ シ リ ン ダ ５ 内
に 流 入 し 、 図 １ ａ お よ び ２ ａ に 示 さ れ る 第 ２ シ リ ン ダ ５ 内 の 空 間 Ｓ の 圧 力 が 増 大 し て 、 こ
れ に よ っ て 第 ２ ピ ス ト ン ８ が 第 １ ピ ス ト ン ３ の 第 ２ 端 部 Ｄ に 向 か っ て 移 動 し 、 第 ２ シ リ ン
ダ ５ か ら ノ ズ ル ９ が 突 出 し 、 ノ ズ ル ９ か ら 第 ２ シ リ ン ダ ５ 内 の 空 気 が 排 出 さ れ る の で あ る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 工 程 III： ノ ズ ル ９ の 先 端 に 、 前 述 の よ う に 、 空 気 針 １ ７ （ 図 ３ ） 、 １ ８ （ 図 ４ ） を 取
り 付 け 、 空 気 針 １ ７ 、 １ ８ を 球 技 用 ボ ー ル の 空 気 導 入 口 に 差 し 込 ん で か ら 、 前 記 工 程 Ｉ ～
IIの 動 作 を 繰 り 返 す と 、 球 技 用 ボ ー ル 内 に 空 気 が 供 給 さ れ る の で あ る 。 球 技 用 ボ ー ル 内 へ
の 空 気 の 供 給 後 、 ノ ズ ル ９ お よ び 空 気 針 １ ７ 、 １ ８ を 第 ２ シ リ ン ダ ５ 内 に 収 納 す る （ す な
わ ち 、 空 気 針 が １ ７ 、 １ ８ が ノ ズ ル ９ に 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 第 ２ シ リ ン ダ ５ 内 に 収 納 す
る ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 実 施 の 形 態 の ハ ン ド ポ ン プ １ は 、 前 述 の と お り 、 第 １ シ リ ン ダ ２ の 第 ２ 端 部 Ｂ の 吸 気
口 ７ に 空 気 針 １ ７ 、 １ ８ を 設 け る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 ハ ン ド ポ ン プ １ は 、 ボ ー ル や
ビ ニ ー ル 玩 具 か ら 空 気 を 抜 く た め の 真 空 ポ ン プ と し て 機 能 す る 。 以 下 に 真 空 ポ ン プ の 動 作
を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ５ ａ 、 ５ ｂ 、 ５ ｃ 、 お よ び ５ ｄ を 参 照 す る と 、 第 １ シ リ ン ダ ２ の 吸 気 口 ７ に 空 気 針 １
７ ま た は １ ８ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 工 程 Ｉ ： 使 用 前 に お い て は 、 図 ５ ａ お よ び ５ ｂ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ シ リ ン ダ ２ の 一
部 が 第 １ ピ ス ト ン ３ の 外 筒 １ ６ 内 に 侵 入 し て い る 。 つ い で 、 図 ５ ｃ お よ び ５ ｄ に 示 さ れ る
よ う に 、 第 １ シ リ ン ダ ２ と 第 １ ピ ス ト ン ３ と を 離 間 さ せ る （ 吸 気 行 程 ） と 、 第 １ シ リ ン ダ
１ 内 の 内 圧 が 低 下 し て 、 逆 止 弁 １ ５ が 開 放 し 、 空 気 針 １ ７ ま た は １ ８ か ら 、 吸 気 口 ７ を 経
て 第 １ シ リ ン ダ ２ 内 に 空 気 が 流 入 す る 。 し た が っ て 、 空 気 針 １ ７ ま た は １ ８ が ボ ー ル や ビ
ニ ー ル 玩 具 の 空 気 導 入 口 に 差 し 込 ま れ て い る と 、 ボ ー ル や ビ ニ ー ル 玩 具 内 の 空 気 が 排 除 さ
れ る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 工 程 II： つ い で 、 再 び 図 ５ ａ お よ び ５ ｂ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ シ リ ン ダ ２ と 第 １ ピ ス
ト ン ３ と を 接 近 さ せ る （ 圧 縮 行 程 ） と 、 第 １ ピ ス ト ン ３ に よ っ て 第 １ シ リ ン ダ ２ 内 の 空 気
が 圧 縮 さ れ 、 第 １ シ リ ン ダ ２ 内 の 内 圧 が 増 加 し て 、 逆 止 弁 １ ５ が 閉 鎖 し 、 第 １ ピ ス ト ン ３
の 逆 止 弁 １ ４ が 開 放 し 、 連 通 孔 ６ か ら 第 １ シ リ ン ダ ２ 内 の 圧 縮 空 気 が 第 ２ シ リ ン ダ ５ 内 に
流 入 し 、 図 １ ａ お よ び ２ ａ に 示 さ れ る 第 ２ シ リ ン ダ ５ 内 の 空 間 Ｓ の 圧 力 が 増 大 し て 、 第 ２
シ リ ン ダ ５ か ら ノ ズ ル ９ か ら 直 接 外 部 に 排 出 さ れ る か 、 図 示 さ れ て い る よ う に 、 針 １ ７ ま
た は １ ８ を 経 て 外 部 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 工 程 III： 前 記 工 程 Ｉ ～ IIの 動 作 を 繰 り 返 す と 、 ボ ー ル や ビ ニ ー ル 玩 具 内 の 空 気 を 完 全
に 排 出 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ ａ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に か か わ る ハ ン ド ポ ン プ の 使 用 前 の 状 態 を 示 す 説 明 図 で
あ る 。
【 図 １ ｂ 】 図 １ ａ の ハ ン ド ポ ン プ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ｃ 】 キ ャ ッ プ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ａ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に か か わ る ハ ン ド ポ ン プ の 使 用 前 の 状 態 を 示 す 説 明 図 で
あ る 。
【 図 ２ ｂ 】 図 ２ ａ の ハ ン ド ポ ン プ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ ａ の ハ ン ド ポ ン プ の 使 用 状 態 （ 吸 気 行 程 ） を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ ａ の ハ ン ド ポ ン プ の 使 用 状 態 （ 吸 気 行 程 ） を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ ａ 】 図 １ ａ の ハ ン ド ポ ン プ を 真 空 ポ ン プ と し て 使 用 す る 場 合 の 使 用 前 の 状 態 を 示 す
説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ ｂ 】 図 ２ ａ の ハ ン ド ポ ン プ を 真 空 ポ ン プ と し て 使 用 す る 場 合 の 使 用 前 の 状 態 を 示 す
説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ ｃ 】 図 ５ ａ の ハ ン ド ポ ン プ の 使 用 状 態 （ 吸 気 行 程 ） を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ ｄ 】 図 ５ ｂ の ハ ン ド ポ ン プ の 使 用 状 態 （ 吸 気 行 程 ） を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 　 １ 　 ハ ン ド ポ ン プ
　 　 ２ 　 第 １ シ リ ン ダ
　 　 ３ 　 第 ２ ピ ス ト ン
　 　 ４ 　 噴 射 口
　 　 ５ 　 第 ２ シ リ ン ダ
　 　 ６ 　 連 通 孔
　 　 ７ 　 吸 気 口
　 　 ８ 　 第 ２ ピ ス ト ン
　 　 ９ 　 ノ ズ ル
　 １ ０ 　 脱 落 防 止 手 段
　 １ １ 　 脱 落 防 止 手 段
　 １ ２ 　 ピ ス ト ン リ ン グ （ Ｏ リ ン グ ）
　 １ ３ 　 錘
　 １ ４ 　 逆 止 弁
　 １ ５ 　 逆 止 弁
　 １ ６ 　 外 筒 部
　 １ ７ 　 空 気 針
　 １ ８ 　 空 気 針
　 １ ９ 　 ス ト ッ パ
　 ２ ０ 　 キ ャ ッ プ
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【 図 １ ａ 】 【 図 １ ｂ 】

【 図 １ ｃ 】 【 図 ２ ａ 】
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【 図 ２ ｂ 】 【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ ａ 】
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【 図 ５ ｂ 】 【 図 ５ ｃ 】

【 図 ５ ｄ 】
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